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私 作家 定着 惱 感 自分 生うになった が として するのに ひとつの みを じたとしてもそれは の き、 、 、

方 模索 出會 階級的 參加 過程 解消についての に ったし なたたかいに してゆく で してゆくもので、

鬪 困難 對 迷 逡巡 感あって だからその いの に しても いや を じるということはなかった、 。
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櫛本 宗代 知 合 月 経 櫛本と がカフェー・カナリヤで り ってからまだ ヶ も っていなかった たち。

行 店 或 夜初 宗代 見 若 繪畵 連が きつけていた カナリヤの で る めて を たとき い きたちであるその、 、

中 宗代 黑 好 額 全部出 髮 結 方 決 聲 出は の っぽい みや をすっきりと している の い や して を さずに、 、
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口元 笑 妙 沈潛 印象 目 中略だけで う に した などに をとめた。 櫛本 掛 椅子の けている のうしろ

立 女 黑 厚 櫛本 髮 毛 掌 輕 彈 撫に っていたその が い い の の にそっと をのせ く ませながら ぜた、 、 、 。

毛 言 笠木 藤澤 顔 見 無遠慮 笑 櫛本 自分 一いい ね と った はきょろりっと の を て に いだし も も、 。 、

緖 笑 藤澤 相変 對手 視線 美 齒 見になって った は わらず に をかえさず ただふぅむと しい の える。 、 、

微笑 浮 學校 制服 來 佐多 氣 含 特有 聲を かべ の をきちんと ていた はそれに づかず んだ の で なあ、 、 、

云 笠木 無遠慮 微笑に と ったが すぐ ああとうなずいて の さを した そのことがあってか、 、 、 、 。

櫛本 手紙 書 櫛本 特 二階 上 會食 費用ら は を いた そういう のために にカナリヤの へ って をする、 。 、

藤澤 自分 拾円 札 宗代 返事 笠木 勿論 他 連に は から の をつくってきた また の は には その の、 。 、 、

中 讀 瀧井 知にも まれ にも らされた、 。
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情事

女 一度結婚 非常 金持 家 貰 男あの はね したことがあるんだそうだ な の へ われたんだがね、 。 。

病的 別 一度 自殺 男が なやきもちやきでね とうとう れたんだそうだ しかも は をしたんだよ と。 。 。

二人 心中 男 一緖 風で へえ ほんとうかね いや ほんとうらしい だね と でなら どういう、 、 、

睡眠藥 飮 然 話 聞 女 一種 暗にしたんだろう を んだんだ しその を いてわかったよ あの の の さ。 、

が

風 櫛本 戀愛 四人 仲間 見守 進 世間 習慣 常そういう に の は の に られて んだ そしてまた の や、 。 、

識 破 自己 眞實 若 繪畵 場末 目を って の にいきようとしている い きたちにとって この のカフェーで、

立 女 劇 過去 持 實人生 荒 何った は なかなか しい を ってい の 々しさをもって かをもたらしてい、 、

意味 格鬪 意欲 感た そういう で の をさえ じさせた。 。
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不滿 反抗 鬱 虛無的 私 私 開 窓らなぬ と に 々として になっていた その に かれた、 。
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薄給 勤 人 娘 世間並 希望 大 家 嫁 一度 自分 生な め の で みの で きい を いでゆき そこで は の を、 、 、

自 斷 切 経驗 彼女 自殺 直接 目前 苦痛 脫ら ち るような をしている の というものが には の から。 、 、

意味 持 人生 彼女自分 關係 敗北 形れるための しか っていなかった としても と との では の では、 、 、

抗爭 見 中 立 直 道 彼女 激あるが ひとつの とも られるのであった だからその から ち る は なりに し、 。

力 要求 立 道 身 揉 若 女 自 縛い を した ちかえりの で を むことはこの い にとっては ら っていたそれ。 、

自分 振 環境 生命 自然 作用までの を りほどくことにもなっていた それは と とのもたらした な なの。

であったろう。

忍從

隱 頁 第十六卷れた   

結婚 失敗 第十七卷の にきづくこと   
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樹 新綠 讀 明 佐多稻子 窪川鶴治郞 出會 最初 男性々の の めば らかなように は と った から と  、

彼 愛 人間 彼 推重 愛 人しての を するだけではなく としての を せずにいられなかった する である、 。

同時 導 人 意識 彼女 見失と にわれを く であるという を は うことがなかった。

  

美 時間しい
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他 憚 櫛本 若 比 何 沈 落 宗代ちょっとも に りのない の さに べて か んだ ちつきがあった の い、 。 、

身 隱 控 目 態度 彼女 沈 落 出つとなしに を すような え な も の んだ ちつきから ているのであったが、 、

宗代自身 知 自分 櫛本 肩 顔 寄 氣持 年齡はそれを れず は の のうしろに を せている ちなのであった、 。

宗代 櫛本 下 二十三歲 櫛本 彼 强氣 愛情も は よりひとつだけ の であった は の と とで そう、 。 、 、 、

宗代 自分 引 張 步 氣構いう を が っ って く えであった。

櫛本 平俗 拔 若 惹 自然の を こうとする しさに かれるのは なのかもしれない。

自我

小林裕子

佐多文學



世間的 見 体驗 経 自分 濁 心 動 証據に ればマイナスの を たために かえって の りのない を かぬ、 、

世間 常識 誤 突 强 常識 强制力 十分知 盡として の の りを く という さ ここには のもつ を り した、 。 、

上 屈從 新 人生 飛躍 佐多文學 特色で それに せず たな へと していく の がある、 、 。

室生

  

代みち

夜 飮 乳房 次 日 張 切 筋 痛ませなかった は の はかちかちに り ってしまい しんしんと が んだ、 、 。

宗代 感情 交互 宗代 痛 乳房 空虛 感 昨日それはまるで の と にもつれるかのようで は む に を じ ま、 、

手 內 抱 子供 重量 我 肌 戀 乳房 筋 切 尙張 行で の に いた の を が に うた すると は の れるほど って。 、

宗代 苦痛 顔色 蒼 乳 滴 始 肌 濡き は のために を くした やがて がしんしんと り め ぬるく を らす、 。 、 。

小林裕子 佐多稻子 時間 体驗 翰林書房ー と  



佐多稻子 樹 新綠 論々  朴 愛 淑

乳房

子供 思慕 感情 草履 踏 消 具合 離への の は で み すような いにはゆかない れてきた ということ。 、

却 荒 募 櫛本 惹 行 自分 故 自責 苦痛のためにそれは って 々しく った に かれて く の に の がまじっ。 、

子供 愛情 悲哀 帶 我 子 顔 肌 直接感 痛て への は に びた が の がみたい ということは に じる みで、 。 、 、

子供 世 中 子供 宗代ある こども こども ああ の にはこんなにも がいたのであろうか と は。 、 、 、 、 、

初 往來 出 戶惑 道 步 我 子 顔めて へ でたもののように いをして が けなくなるのであった が の を、 。 、

自分 手 拭 願 子供 離 初 氣 渴の で いてやりたい という い それは に れて めて づくおどろくような え、 、

自分 離 來 子供 不幸 宗代 自分 場合 充分であった が れて ても が になっていはしないのを は の に。 、 、

承知 上 愛情 彼女 打している のことなのに は をのた ちまわらせるのであった、 。

新 母 婦人 世紀しい の    

  小林三

惠子 母性 決別との

佐多稻子 乳房 悲 全集第三卷 講談社の しみ   、

小林三惠子 樹 新綠 母性 決別 昭和十年代 佐多稻子 双文出版社々 との の    
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銀塀風 古 芥川の のこと いときのこと

芥川

  

兎 角 僕 芸術 捨 鷹司 佐多 君 話 聞 大変心配に は は てないよ さんが から の を いて してい、 、 、 、

君 逢 度 言るそうだよ に い いと ったそうだ。 。

中野

田端

性

  

長谷川啓 佐多稻子論 出版オリジン センター  
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鷹司 坂 上 出 驛 南口 夜更 他 一緖 降 人ああ さんだ の へ る の は けのことであって には に りた、 、

櫛本 羽織 裾 廣 見 瘦 鷹司 姿 認 宗代もなかった は の の がって える せた のうしろの を めて におしえ。 、

追あとを った。

憧憬

憧憬 人 今度 近 逢 運命 合かつての の に は しいつながりで えたことを のめぐり わせのようにもお

櫛本 結 彼女 非常 人生的 感 始もった それは との びつきを が に に じ めているからなのでもあったろ。

う。

鷹司 背 高 身体 少 前 浮 步 浮の の い が し こごみに ひょろひょろと くように いているのだ くよ、 。

感 上下 左右 搖 見 兩方 脚 直 前うな じは だけにあるのではなく それは にも れて える の がまっ ぐに、 。

出 入 亂 交 辛 保 上体 浮へ ずに り れて わされいるようだ それを うじて つために を かしているよう、 。

跳 見 酒 醉 亂 足元で まるでよろけながら ねているように える それは の いで れている ではない、 。 。

宙 泳 肩 深 疲 見 宗代を ぐようなその つきにも い れが えるように はおもうのであった、 。



思想

筑波颪

淺草 朝鮮

宗代 特 朝鮮 女 少女 注意 惹 櫛本 讀 出 頃 讀が に の や に を かれるのは といっしょに み したその の、

書 傾向 影響 違の が をなしているに いないのであった。

芥川

  

 

   

  

月 入 夜 宗代 櫛本 鷹司良介 書齋 坐 黑地 粗にへ ったある は といっしょに の に っていた に い、 。

井絣 明石 宗代 控 目 內 潛 印象 立 鷹司良介 櫛本のある が の え な ものを へ めた をきわ てていた は、 。

畵 批評 灰色 帷子 細紐 一本締 瘦 腰 不安定の の をしていたが の に を めていて せた のあたりが に、 、

見 夜 鷹司 疲 印象 深 疲 神えた いつかの の の れた は いっそう かった それはもう れなどではなく。 、 。

経 肉体 食 込 何 黃色 黑 齒 動と へ い んでいる かであった く っぽい が ガクガクみんな いているよう。 、
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見 小 洞窟 見 鷹司 慄 手 宗代 前にも え さな のように えた はぶるぶるこまかく える で の のコップに、 。

注 視線 宗代 顔 移 死サイダーを いだ それから を の へ して もう にたい とおもうようなことはあ。 、 、

り 宗代 微 笑 首 振 櫛本 憚 氣持 鷹司 不躾ませんか は かに って を った へ る で の さをおもいなが。 、

ら。 何 飮 睡眠藥 簡單 批評 身体を んだのです そして ああそうとうなずいて の な をした は、 、 。

宗代 丈夫 答 聞 大変 好意じょうぶですか が だと えるのを くと それは いいですね とうなずいた、 、 。

調子 再 距離 感 出 平靜のある でもあったし び の じ される さでもあった、 。

奇異

芥川

大正 昭和 移 年 私自身 云 私 生から へと った を にひっつけて えば それは の、

涯 再生 時 当の ともいう に っていた、 。

擬宝珠

昭和史

佐多

稻子 芥川龍之介 死 月 宴 講談社の の  

月 宴 講談社の  



蟬 幼虫 殼 脫 透 柔 綠の が を けるところなのであった きとおるような またこもるような らかい。 、

色 上体 外 空氣 触 目 進 方 時の ですでに だけ の に れている にはつかぬ み であるが それはそのまま。 、

見 生 瞬間 見 可愛 兜 殼 眞珠 色のきざみのようにも え のいとなみの にも えた い のような はまだ の、 。

美をしていて しかった。

存立

  

芥川

  

  

  

佐多稻子 季節 記憶 佐多稻子全集第十六卷 講談社の   



佐多稻子 樹 新綠 論々  朴 愛 淑
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要 旨

本稿 佐多稻子 自轉小說 樹 新綠 通 結婚生活 敗 自殺未遂 経驗 女性では の 々 を じて に れて を した が、   

世俗的 倫理 打破 再生 挑戰 過程 芥川自殺 通 見 再生 象徵的な を して のために する と を じて た の な、

隱喩 考察について した。

日中戰爭期中 嚴 言論統制 作品 素材選擇 自由 作家 樹 新綠 自分は しい で の に ではなかった は 々 で の  

人生 中 一番幸 絶頂 瞬間 言 驢馬 同人 出會 描 自分 理想の で せだった の と える との いを くことで の を  、

再確認 作家 窪川 驢馬 同人 思想的 影響 內面的 成長しようとした は と の な によって にも するよう。   、

作家 主人公宗代 通 世俗的 倫理 打破 櫛本 結婚 近代女性 新になった は を して な を して と する の しい。 、

戀愛 見 宗代 自分 成長 道 選 理性愛 母性愛 分 道 苦を せている は の の を ぶために と の かれ で しんでい。 、 、

櫛本 强 情熱 宗代 精神的 自覺 導 出 人生 敗北 屈辱感 乘 越 役たが の い は の な を き して の という を り える、

割 櫛本 戀愛 再 生 心理的 葛藤 呼 起 過去 無自覺的をした との は び きてみよう という な を び こして の。 、

女性 成長 人間 再生 志向 宗代 櫛本 彼 仲間達 影響 左な ではなく する として を する は と の の によって、 。

翼化 被抑壓民族 朝鮮 女 少女 關心 年 執筆時点され の の と に をもつようになった これは という、 。

見 時 確 反時局的 抵抗意志 違 思から る かに な に いないと われる、 。

櫛本達 新 思想 影響 受 宗代 鷹司 呼 彼 自宅 訪問 時 自殺の しい に を けた は の びで の を した について、 、

用意周到 質問 何故 質問 全然氣 付 宗代 彼 自殺 翌日な をした そういう をするか が かなかった は が した。 、

朝 自分 成長 蟬 幼虫 比喩 純粹 明 理念 滿 事 象徵的 隱喩の の を の に して で るい に ちていた を に してい、

結局 文壇 知識人 衝擊 与 芥川 自殺 驢馬 同人 方向 進 動機る と に を えた の は の を める になった。 、 、  。

新 社會 對 認識 佐多稻子 芥川 鷹司 死 人生 敗北 見 理しい に して しはじめた は の について に したと た、

由 言 再生 道 入 新鮮 生活感覺は うまでもなく の に った な のためであった、 。

再生 驢馬 同人 靑春時代 自殺 言論統制 芥川 戀愛キーワード 、  、 、 、 、 、

서울특별시 서초구 양재동 호 호住 所

電 話


